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唾:ぽnVtrrrから態々綱 で を喚陛 姥 が4
度京祁に雨天であ・U'tllして大變其¢噺1‡都合軍悪`}…
'pうであ りまナが;.又r方か.らLみ霍す:と.いふと春甫.
り脳 三+六 峰 も.亦捨て蜘 ・卵{麺 ・贈 ひ紗 ・
↑度ゆ.るゆ己凍都の春雨あ景色を御覧に.なり…・して:
　ユ
網 め田來ると.思ひ鰍 ・.罫の卞チな欝句噺 ・渥
ふのがあります.
五風+雨四温の掬芽 ぐみけ.ゴ
此の輛 の澗ひ鰰 て獅の本ボ躯 つて共の軽.さ.
を轡 して行くのであ・ります・.日本殉瑾化學班究白が











司●者 醜 は餅 無 嫡 ・斬 へ擁 ザ』てお
叱 を.禦りま したオξ,今度 は 高 い所 へ 上 げ ませ ぬ カr:ら㌦
打 解 け た話 を何 か お願 ひ したい と慰 ひ ます.窩 い所
の話 は 何 處 に居 つ て もお 聞 き出 來 ない,況 して京 都
で お話 を仞ふ とい ふ 二 とは.籐りない こ とだ と思 ひ 玄
す6
櫻 井 頤 問 只今 御 指 名に よ りま して立 ち ま したの
で あ 味 すが,除 幽ll廊白 い鯑 もチ跨 せ がな い の"ぐあ
.り.「零 ナ・.そrオしTi面五「顎Nお 譜瞳をす'るこ と1ま殖弔免 を蒙 リ
1鷲て轡 纏 紳 へ劉 駐 齣 齢 ・騨 して
少 しく茜諦.を=して見よ.う.と息ふ.のであ937.
今度私』う田席ナ、る.國際膚「議i1瓜國畢南研究{霤議 と
》・今揃 の曾であ.殊 弘 そ搾 此の懺關がいつ如
何 に.して 田來 た も.りで あ る.かと云 ふ=と に就 て ち よ
つ とお話 致.したい.と.4!v4す.丁度 ヨーPツ パ 大 職
オ{千h&十 四 年 に始 りま して千 九 百 十八 年 の秋 ま で
四年 以 上を 親 過 した¢)であ り.まナ.其 のogはロン ド
ン.のv一.ヤルソ サ イ 呂チ ーか ら我 が 學 士院 に案 吟 爿た
.が奈 な ρで あ.ります一 そnは 大 職 の 盤 に世 界 の學 者
が 協 力 して墨 婦 り 逎 歩 を晒.る乏い ふ 二 とが 四 ケ年 以
卑 に彦 つ て,,,耙3.'Lた,;炬は季 問 の 遡歩 り鑑 に梯 め
て蓬飃 ゆ.ことで あ る・ ど う して もそ1しを徹 活 させ な
けnば な らぬ.耐 も.四來 静 る限 η早 く しなけ れば な
らぬ,如 何 に して此 の學 噺 を復 活 す る 二tn<WAaる
か といみ こ とが 其 り脅議 の 罔的 で あ つ たりで あ りま.
ナ.千 九 百 十.八,Fり夏 か ら{#にか け て轟 が英 國 に同
・?て狼.した ρ で す が,印 度 洋 を縄 て地 巾海 を遞 る時
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.横 途 べ 邇 入 り室 す け れ ど も其 の時 り太 西 洋 を 渡1り業
した 鉛 話.を111」モげ て み ま1ナる な らば ガ 地 中 海,E同襟
り 危險 が あつ たの で あ.ります.そ オしは や ば.り.ド.イ.ツ
の潜 航 艇 が 敏纏 太 酉洋 た 居.り蜜 して 二 昌 一 ヨ ー ケ.附
近 の所 置胃.ドイ ツの 秘密 探f雌と密 接 な爛 係 を.取つ てi/}
"ま して何 露 の鱈 が 昌ユ 」 ヨー ケ附近 に 來 て 屠 る と
いふ.ζとを鋤 信 す.るLさ.う7:いふ 次 箪 で あ りま したか.
ら し'亡.私ゴ蓐昌箭 一 ヨー ク.をtl:ます.母P¥には 食.1:'#rc.
な危瞼 が あつ た の で あ ります ・ 即 ち幾 日の 何時 に 阿
といふ 飜 オで量1{る,繋る本 人.も解 らない,さ う して漸
く娼帆 の十 五 分 前1二な りま=して初 め て 莪 が 鬣 事 舘 を
經 て船 の 鶺葡 の職 を寄 越 した ので あ り窪す ・
勿諭 其 り 前か ら荷 鞠 は瓔 へ て 居 ηま して 準 備 は十 分
繊 來 て居 つ た めで あ り雲 ナ か ら直 ち に渠 つ た ので あ
り雲す..さう して 夜 が 明 け た頃 に は 島亠 一 ヨ ー クの
港 を離 れ て太 西 洋 に田 て 居 つ た の で あ.り曳ナ..で此
の周 圍 を見 ま す と フ ラ ンス.へ持 つ て行 くア メ リ.カの
兵隊 を.滿載.し.た珊 が 八 艘,そ れ た 私 兆特 別.な少 歎
の族 客 と さ う して 士 官 が 乘 つ て 居 りま す る 所 の船
が_艘 加5て 九艘 の船 が_っ の 艦 豫 を作 つ て.それ
をア メ リカ中 で最 も最 近 に 出來 た所 の巡 洋 艦 七,八
艘,駆 逐 艦 亀 四 艘9稲 合十 艘 餘 りの繰 め て ス ビ
ー ドの:翹い艦 に護 嗇 され て行 つた り で あ りま す 而.も
航 路は 署 通 の時 よ り も遙 か に北 を通 ろ,侮 感 上 には
飛行 頓 が 二 麋.二盞 一 ヨ「 ク か ら吾 々 を 護 竒 して行
つ たの で あ.り.ます.唯 其 り時 の 飛行 機 の続 「く時 間 と
いふ も.のは 趣 φ て 少 か つ た ので あ り 霍 す か ら,}闘
ま した 日の午 鋒 には 二察 の飛 行 機 ぽ 昌ニ ー ヨ心 クに
引遐 した ので.あ り.ます,で あ り.皇ナ.から翌 口は 巡
洋 艦.と願 逐艦 に譲i奮きれ て行 つた の で あ りま ナ,リ
の・ヴケプール近.くなります.と..英國の方か.ら又ス.ぜrド
の早い艦で迚へて護鬱し「じ.くれためであ り雲す.吾
々はさういふ特別な旗 をし.たりであ むます.太 西洋.














動車な..リ瑚{励 澤面あ るのであ む耄すが其の.自動
　し.乖が繰めて少搬で両.も.邂轉手が戰地5行 くのであ.り
突.す・一番困つためは泊る撮ボない,倖方があ り象せ













トの駕學科長を して1'}つた!一aン ス.と.いふ人 も居
.り宝した.其のナメリカの持…つて來た案といふのは,









議.と..いふ ものを殺置 しそオしを綜合ナきイン:ター ナ.シ
.ヨナ凸ルなも「のを中タeに作ら.う,といS・大盈其の案を






































数疱のや うで随つて古い友逹 もあ りfすカ・ら拘更自


















轜矧 嚀 省妙 ふ もの細 來て勘 中k螺藥のデバ
ー トメント.があa.:些ρ螺薬の長 をして居 ら轟 る.1・
ム.ソンと擁 く.懇意であった.のでそこで.アー ムスは.ト










































くなつτ榔,是 「‡→ 腔 すが,さ うい謡湘 伽 家
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n京.す.而.し.七嘗 て私共が歳爭 といふもの は干戈
を取つて相爭ふもりであ.るといふや.与に考へて居;;
窪.したも.りが今や其り定義を變更致 しま して,政治
な.9,思想な.嗹済妙 の爭 蠣 始して國家的に恰.































曇ゆ 場合に大吋 靴 學吻 施 の研究を積んて恥
.ま.しτξとを好みは.豫しま.せぬオ㍉.他から彊ひら.オし.た.
場合に自分り殴オく滅亡ゴし.な.いや うに防く.鷁;.我が民.




















が工槊褝 歩 させるオ・ρ如くに考へて居る所 も々い





























剛 瑯 互:に研究ξしそ貿かうとい諠・.ことに針 しては
前がら考へて鵬 嫡 であ 聾 す・鋼べば餅 触






きまレて蝋 刺 七珪峰 研究曾 といふ もの洲 瞭 ま






各働S一堂に綴 卑 なつて而棋 の學界0趣 旨に
藁い.て仕事をされぎといふ 二とが非膏に窟發あるこ
とと思4・のでございまナ.先 程堀場先生φお諦にご












ならば恐 くは認践をかへ られて化學工粱が蓮歩 しな















































司倉費 次は聊 嫡 工鱗 所鱗 森rlさん
森口氏.お 器を色々承うで.居り雲して惑慨無量で
あり震すゼ私は職爭の演み:雲してから後でヨー卩ッ
パに套 り霍 して大験後の滲況を審 さに見て夛り雲し










であ 號 ナ・著々は只今御緲 トに縦成 り玄したや う






ないのであ り玄ナ.丁度 ナボ.レオンが7ラ ンsをu.






























































せぬが,左様でない といふ ことを私は琳 人から承.
は.り又本欝に藤井 さん御自Eli,失禮でご.ざいまナ
が,傑 一貫ムら1`fly御成功をせ.られた其あ御縄瞼
.を私はよく存 じてbahで あ ります,確か藤井さん
が藤井褻藥魯耻 といふ もの.をお持へになつた乏》は明
油二十五六:lstpかと存 じ.ますカ{1丁度其刎 紛 に私
も小 さな熨薬所L_#,ん=rx..り.fした・嵐と.高峰博士
も交際を顧つた・其り時から醸井さんに御厚情を履.






でも一引嘩 し畔 思つて居つた事であ 聴 ナ そ起






























`"弔周 鳳 「鞠 μL'
附
と.レ丶轟～.こと もよ1.(.知?t居り..ま.す,さうい 』噛奮 鬪 を.
な す つ.てさ う して工 業 吊:φ藥 畠 を拵 へ,そ れ か ら段
・々 御 歳功 に な つ て洵 に 準坦 な遺 をお歩 きに なつ たや
.
うk=,e'はオし.る⇒L.も知 オL.ま.雪≧彑 オζ却 々 さうで ない ので
7YL'て・一つり奮融 塑 る.ことが星瞭 よう.と.
羅ひま:す其り律段々撫威功になn.膿井イヒ學工業の
二亡場r一そオし〕5・ら東京硫酸會劃ヒ⑳弓く撹門匠締1殳にならオ≒
.又餅 セ・酵 の大きな‡擁 齢 堤・宝した・さ.う
.唇鋒に囎 殯 緯 げT,ｰfe7Dtの日粕 靴 學
軒究會に多大 な御寄附をかナつた・買に此り醸井ミ.
ん.り御一生li一つの奮認史であ り一rつ.り化學エ業藥
品曝 卑駆 テーヂを飾 るξと.も.lp來dかと思臓
す「称 雄 處に恥 ん方春掬;富 坤 方櫛1途伽多幸












てのみ融 さオ・砂 でφ辱 して,未だrrて京都で
斯 ういふ大 きい.1149bi4化學研究會と.いふやうな學
會携績薩 さオし.たこξ罐耳に教 さないのであ..ゆます・





曝 噺 ゆ 稗 嘩 蓼 剤 まする`ナ綻 も期.比事η
ll8に吊皆と,そ.して俗人t巾 しまナ るか一般
世P,1a申し韲ナうか,そρ『3に.立つて墨者ρ研究.さ





.奪厨 を†分に驫 表lit+・なかr陵 堕・或ぱ銅 弗 大
.f'書y..た!り.酷い時には事賓.を間逾へT報 滋.レたりし
_.._一 」
















ことを新階 己事に欝き.糺た所が先生r1煙 畔 炉















らあた りρ 巡暫prt.何とか してさういふい.㌧二.と.、舞
.捕…+r+CAS.に封 して助力をしたいとうようよして膣}.る
人であ りまナ,ど うぞ侮遠慮なく先程のお.詣の中に.




さオ・1晦々此の囎 醸 逶 して行 く二Lfiikし嘸
ないのであ ります'私は.斯ういふ隷柄からして日本
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¥o. 附 録. zee
を お 幽 しに な.ることだ け.でもH本 學 會 の光 輝 と.いぷ
もり が世 界 に光 り輝 く もので あ るとい ふ こ と をLTG.
し.て疑 は ない め.であ り.霊.す,どうぞ御 老盤.奪伽 ‡ら.
ぜ 給 うて御 健 康で お麻 り 【.1.を吾 々は お待 ち ゆ してf}
IlSす吹 第 で あ りま ナ・ 甚 だ 卒 爾 な こ と を印 し宝.し
て翻濟 み ませ ぬ.(拍 手)
司 曾 著 自分 が或 る席.」;で串 しま した が大 變 心 嚥
が 弱.くなつ て 居 ります め.でほ ん の百 萬 團 で よろ しい
ニー yc以hli".'ｰ;ひ耄せ ぬ..、ど うS'xう しく・(拍 手)
次 に松1坩県士
極 山氏 先 づ今 日 口本 物 理 化 學研 究會 が成 立 ち ま
した其 り最 も.恩人 で あ る藤 ・ル先 酸,櫻 井 先 屯 に 劉.し
京 して私 共 堀 楊 君 の 同 僚 と して厚 く御 醗 をllI上it
す次 箪 で あ 町ます,き う.して 此 め 會 が釜 々費 展 して
行 くrPう1.こ,さう して併せ て百禹 圓 の費 金 を直 ち1.こ
得 られ るや うに堀場 君φ厩 に 薗途 を祀 編 す る次 算 で
あ りま す.
今 か ら大 分 前 に 私 は 瀧洲 に 參 り玄 した機.會に或 る
工 業 の専 門 り大 學 に 參ll..まして 私 り致 し て居 る仕7i
り こ とに.つい 口が 辷 り霊 した.私 のや つ て 屠1壕 す
.こと.は一 面 金 踏 に縁 の邇 い こ とであ りま して却kki
萬 圓 をお 出 し下 さい と巾 しま して も私 のrr.の ため
に お雌 し下 さ る方 は 到 底 な い.斯 う.e.ふので あ.りま
† が,.又 一 面 に は さ ういふ 學 問 が 口本 の瓮 に 必 要 で
あ る とい ふ こ と を少 し法 螺 を吹 い た譯 で あ ります.
其 の時.色kの こ と を串上 げ ま したnに 私 は大{澄此 め
H本 の 霧 に な る といふ 慧 昧 はせ まい 意 味 に も贋 い意
味 に もucaLるの で あ るが,直 接 に甥 に な る こ と を研
ALT之 を 輝 め て行 く といふ こ とは 勿論 必 要 で あ
a,.と 同agr$r_2るか.ならぬ か 解 らゆ け れ ど も學
問 莫 の もの を遘 め て行 くと いふ こ とが 又 一面 に は 必
嬰 であ る,今 それ をや つ た な らば 斯 ういふ 役 に 立 つ
といふ や うな 學 肉 は 實 即.には な るが 先 が.姻 して居.
る・ 何 オ咄 來 るか解 ら戯 も のか ら將 來 飛 ん で.もな."
大 きい こ とが 出 楽 て來 るの で.あ ります..今 黨 で り
多 くの・もの の.初を考 へ ます.るとuｻ上 つ てみ#Nif&
程 と言 ひ.ます けれ ど も其 の.本を考 へ れ ば,例 へ ば冠
氣 り褒 見 猫 時 り こと と今:Hの電氣 事 桑 といふ もの.と
比較 して思 ひna二 とが あ..るべ きで あ る といふ や う
.な.二と..を申 し該 して,私 共 が理 學 部 に 在 っ て純 瞥 り.
縮 鶴 て 居 る といふ こ.と蹴 てち よつ と1肱 げ た
.のであ り茸ナ・ それ が演 み 鬣 ナ とい ふ と典 の席 に 凝





























し為 大愛邊即な與にZし て,此め度H本 物理
イ匕學研究含とし㌧部ものオ{碧蜜成せ.ら竃しるこ.と'二なnま
して,耗の會に列 ら.して戴 き專凹の諸先生方にお目
にかLリ.・叉私共の鯛 財 る脚 弔擾井先生が・一・.
ツパへおロiでになζ途次糾1にカ・Lることの出楽 る
機會をお輿へ下4い 霊したごとを宥難 く感謝致 し事
ナ.
.所で.色々 皆 さん方か「ら非常に有盆なお話 を.お聴 き








・.帰、幽 』歯幽 齠 幽幽幽噛 幽噛臨L』_、一
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堀糊 士 は馳 漁 私 鱒 敬 しそゐ る吊 者 であ1,
雲 す オ鱒 士 の研 究 態度xの 他 の御 穣 子 を拜 見 い た し
て 居 ります と池 山先 生n御 考 へ そ め.Jを.如 賞 に賞
行 髄 妹 激 悪 が 致 曝 す 洪 の 上劇 ト先 蟄 の援
助 あ り.日本 物 理化 學研 究會 の 」豸に百 萬 圓 位基 金 が欲
しい と.の御 賓葉 で.あるが,之 は恐 ら(近 い將 卒 に必
ず 貧 現 す.aもゆ と.儒じ雲.す・+納 三前 ・ ン ドンで堀
場.さん1.こお 臼に か エ リ ロ ン ドン大 學 の 昌 昌ヴ ァ シ テ
ィ,コ レツヂ リ理 論 化 學 教 室 に其後 三 ケ年 親 し く揃
導 を受 け.た先 生 か ら其教 室 の研 究報 告 を年 々鍛 囘逞1
っ て戴 い て.屠り.ます の でp其 の 中 に吹 り様 な歡:訓が
あ り霊 す,今 鴟懸 吾 々.dりもお…蹄 ・方 も澤 山御 曇lUこ
な り掌.す散 綯 話 し激 し玄ナ.
F男子 四十 歳 位 に.して化 學工 業 に携 は る者 が會 靴 り
重 役 とか技 醐長 とカ}研究所 の所長 とか に な るの は勿
.譲蓮.もあ るこ とな が ら所 謂 風 世 の要 諦 は次 ぎ の六 ケ









私 共 の牲 理 化學 め先 生 が 識 され る齦 に洋 の東 西
.を.町は
.ず全 く同一 で あ ウま す ・ こ.の事 も阿處 か で放
逞 しよ うと.思ふ て 暦 難 したが斯 くの如 き良 い場 所
で其 機 會 を奥 へ て 下 さいま.した堀 揚 博 士 に感 謝 致 し
ま す・ 皆 灘 …峰致 しま.した ・(拍手)
.司倉 奢 色. と々お話 を永 りた い と恵 ひ 玄す が も う
.兇副九 時近(な りま し_,.最後 に第 三 高等 學 校長h
森こ先 生 に お願 ひ い た し憲ナ ・
纛 氏 私 は堀場 博 士 か.ら.御案 内.を.裁きま して,堀
塲 歡授 が三 高 に居 られ た.とい ふ關 係 上,乂 昨 日午煎
中掘齣 雑 の御蝉 があ謄 晒 そ例u三入蠍
5子が出てゐた事等思ひ合せ'ζ貧に欣快に雛え冷訳
第でありまナ・扨て私の霄はんと.する所は殆んど皆














ことは,鳧 は最前理學部長が嘗ぼjLるや うに餘 り應


















第であ りまナ.現 在の世に基礎的り畢問 と.いふや
9うなことは餘穏困難と思ひますが互に落ちうきまし
て,さ うして窟用 も必要であ りますカξ,や.はり基礎
的の研究に於て糞展.をしま して吸洲賭國に勝を制ナ
るや うな時代の來たらんζと.を希蒙 して已まない次
第であ ります.之 を以て私の話 を鋒 リます.1拍手)
六崋理事 先刻來から色々お訟 を承.りま[てた.抵少
し諸君のお頭を体ま:す爲に物理化學教室り方で歌が
幽來て居.りまナリで,若 い方が來で居 りますゴ・ら1
一つ皆さんに脚聽かせ..を歎 しま・す」
(.合a;)
(寓趨三唱)
閉倉午後九時..(丈 責記者)
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